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リレーションシップ最前線　中国支店 

技術力を経営力へ ── 
地域と連携し、「ものづくり」を支える。 
萩原工業株式会社／株式会社ワイテック／株式会社栄工社 

2年連続で 
東京都の 
環境配慮型融資制度の 
中核金融機関に 
～ 環境評価・スクリーニングモデルを更に改良 ～

　ＤＢＪは、平成21年7月、東京都から平成20年度に引き続き「東

京都中小企業環境配慮取組支援融資」の中核金融機関として選

定されました。この融資制度は、経済活動と環境保全を両立させ、

持続可能な経済社会の確立に貢献する中小企業の活動を支援

する目的により、平成20年度、東京都が創設したもので、今年度も

継続して実施しています。

　ＤＢＪは、平成20年10月、この融資制度の中核金融機関に選定

されて以降、融資スキームの企画及び運営における中心的役割を

担ってまいりました。そしてこのほど、20年度に実施した環境評価

の経験を踏まえつつ、2,000億円を超える融資実績を有する「環境

格付融資制度」等を通じて蓄積してきた環境金融分野の知見を

活かすことで、「環境評価・スクリーニングモデル」に改良を施しました。

　この改良により、

①当該中小企業における環境配慮型経営の現状の把握 

②当該中小企業が今後目指すべき環境配慮型経営の方向性の示唆 

③環境配慮型経営のレベルアップに向けたコミットメントの設定 

などを容易に行うことができるモデルとなり、これまで以上に中小

企業の実態に即した環境評価・スクリーニングを実施できるツール

になったものと考えております。

　このモデルでは、既に環境に配慮した取り組みが進んでいる企業

のみならず、これから取り組みを本格化させていく企業を評価すること

も可能です。

　この融資制度は、地域の中小企業と強固なネットワークを持つ

地域金融機関（※）との協働により、環境金融の気運やその取り

組みを広めていく効果も持ちます。今年度は新たに2機関が加わり、

計6機関と協働しながらこの融資制度を運営していくこととなりました。

　ＤＢＪは、環境配慮型経営の推進に向けたお客様の取り組みを積

極的に支援してまいります。

【融資スキーム】

【融資制度の概要】

●対 　 　 象 東京都に事業所を有する中小企業

●資 金 使 途 環境負荷の低減に資する設備資金及びそれに伴う運転資金

●融 資 期 間 7年以内

●融資限度額 原則として1億円程度

取扱金融機関

銀　行

株式会社東京都民銀行

株式会社八千代銀行

多摩信用金庫

東京東信用金庫（新規）

株式会社新銀行東京

株式会社東日本銀行（新規）

信用金庫

※地域金融機関＝取扱金融機関（平成21年10月1日現在）

（注）単独行での融資実行になる場合もあります。

※東京都産業労働局ホームページも併せてご参照ください。

（http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/kinyu/yuushi/）

地域企画部公共RMグループ（融資制度） TEL：03-3244-1750

事業開発部CSR支援室（環境評価等） TEL：03-3244-1170

お問い
合わせ先

【ご留意事項】 環境評価及びその調査の実施は、当行によるご融資やそ
の他のサービスの提供やお取引をお約束し、保証するものではありません。
ご融資につきましては別途審査により判断させていただきます。

DBJ

融資
連携

環境関連業務
（評価、モニタリング）

取扱金融機関中核金融機関

環境に配慮した取組を行う中小企業

融資

未来人図鑑

東洋ドライルーブ株式会社 
代表取締役社長　飯野光彦 氏 
「環境・省エネ」を切り口に 

新しい課題・未来技術の開発に挑戦する 

Scenes of Solution

発展・進化するシンジケート・ローン 
──環境クラブ型シローン「エコノワ」で、 

　　キリンホールディングスの環境経営を支援── 

日本政策投資銀行  広報誌
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萩原工業株式会社

株式会社ワイテック

株式会社栄工社
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技術力を経営力へ ── 

地域と連携し、「ものづくり」を支える。 

　日本経済を支える製造業。その中核を担うのが、高い技術力を持つ全国

各地域の企業群だ。日本政策投資銀行（ＤＢＪ）では、業務の重点分野の

１つに「技術」を掲げ、全国各地域で製造業の競争力強化に向けて様々な

取組みを行っている。このうち、広島県など中国地方5県を担当する中国支店

では、地元の協同組合や商工会議所等と共同で、次世代の経営を担う人材

育成を目的に、技術経営（Management of Technology:ＭＯＴ）のスキル

修得のための通年開催の研究会活動を展開している。技術経営とは、技術

開発から新製品や新事業を創出するためのマネジメントで、今後の企業

経営では「技術経営力」が競争力の中核となり、企業の盛衰を分ける重要

な鍵になると言われている。地域の期待に支えられて4年目を迎えた活動の

現状と今後の見通しについて報告する。 

P03 リレーションシップ最前線　中国支店

 技術力を経営力へ ── 
 地域と連携し、「ものづくり」を支える。 
 萩原工業株式会社／株式会社ワイテック／株式会社栄工社

P12 Scenes of Solution

 発展・進化するシンジケート・ローン 

 ──環境クラブ型シローン「エコノワ」で、

　　　　　キリンホールディングスの環境経営を支援──

P17 未来人図鑑
 東洋ドライルーブ株式会社 

 代表取締役社長　飯野 光彦 氏 
 「環境・省エネ」を切り口に新しい課題・未来技術の開発に挑戦する

企画・発行
（株）日本政策投資銀行

取材協力
萩原工業（株）
（株）ワイテック
（株）栄工社
キリンビジネスエキスパート（株）
三菱樹脂（株）
成田高速鉄道アクセス（株）
東洋ドライルーブ（株）

表紙のイラスト
内藤まろ

制作・編集
ウィルソン・ラーニング ワールドワイド（株）

取材・文
河内正和

アートディレクション・デザイン
（株）カナウ

写真
安海関二
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「異なる機能を有するプロダクツの統合、いわゆるモジュール化が進む

中で、これからの製造業は、自社の技術を磨きあげるだけでは不十分で、

隣接分野や川上・川下へ事業領域を広げていくことも有用です。その

意味で、この研究会は自社の立ち位置を考えるいい機会であり、技術

経営への取り組みの入口として活用していただければと思っています」 

こ
の
地
で
、

次
の
成
長
へ
向
け
て

不
断
の
変
革
を

続
け
て
い
き
た
い
。 萩原工業株式会社

代表取締役社長

萩原 邦章氏

国
 

中国支店　業務課　　　佐藤　清志 

今
 

　当社は、創業社長である私の父と、それを支える2人

の強力な番頭のリーダーシップによって成長してきました。

その間、自らを絶えず不安定な状況に置き、社内に危機

感を持たせることで積極的な開発姿勢を育ててきました。

その結果、「まずやってみる」という風土が深く根付いた

と考えています。先代社長と両番頭が育んだ「開発先行、

失敗を恐れない企業文化」が当社の成長の源であり、

今も理念として重視しています。

　そして、この理念を支えるのが4つの社是です。「萩原

工業は業界をリードする。萩原工業は信用に生命をかけ

る。萩原工業は恩義を忘れない。萩原工業の社員は創

意を尚（たっと）び、自己の責任を果たすことに悦びを持

つ」というものです。そこに示されているのは、人にとって

能力よりも人望が大切なように、企業にとっては徳がも

っとも大事だということ。徳のない企業は、必ずすたれる

のです。

　2012年、当社は創業50年を迎えます。新たな半世紀

が始まることになりますが、引き続きこの倉敷の地で、フ

ラットヤーン製造にかかるコア技術を大事に守りながら、

次の成長へ向けて不断の変革を続けていきたいと考え

ています。

　この地域には、日本をリードする面白い企業がたくさん

あります。そういう企業を相手に、伝統的な土地担保主

義に依存した融資は通用しません。ＤＢＪには、ぜひ一般

の金融機関に出来ない経営者や技術の力を担保に資

金調達が可能になる方法を考えて欲しいと思います。そ

して、他の金融機関から

は得られない経営に資

する情報・知識の提供

を期待しています。

倉敷市の工業地域

びんご・ものづくり経営研究会の様子

建材にも活用されるフラットヤーン

倉敷美観地区

広島大学井上善海教授による講義
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そ
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て
い
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技
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経
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の
ス
キ
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修

得
を
め

ざ
し
た

通
年
開

催
の
研

究
会
活

動
（

注

1
）
。
06

年

、
広

島

市
で

東
友
会
協
同
組
合
（
注
2
）
と

共
同
で
「
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
会
」
を
、
翌
07
年
に
は
備
後

地
域
（
注
3
）
で
福
山
商
工
会

議
所
と
共
同
で
「
び
ん
ご
・
も
の

づ
く
り
経
営
研
究
会
」
を
、そ
れ

ぞ
れ
設
立
。
企
画
・
運
営
を
担

当
す
る
同
支
店
の
井
上
知
哉
は
、

研
究
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
言
う
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「
地
域
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取
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巻
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環
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大
き
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変
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す
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中

で
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中
長
期
的
に
経
営
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検

討
す
べ
き
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は
増
加
の
一
途
で

す
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中
で
も
地
域
の
製
造
業
企

業
に
共
通
の
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が
、
次
世
代
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経
営
を
担
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人
材
の
育
成
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と
思
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こ
ろ
が
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そ
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学
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双
方
に
と
っ
て 

ハ
ー
ド
な
講
義
が
続
く 

　 
年
9
月
1
日
。
夕
方
5
時
。

福
山
商
工
会
議
所
の
一
室

で
、
今
年
度
研
究
会
の
第
3
回

目
の
講
義
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
た
。
講
師
は
広
島
大
学
大
学

院
教
授
の
井
上
善
海
氏
。
テ
ー

マ
は
経
営
戦
略
基
礎
理
論
〜
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
実
習
を
通
じ
た

競
争
戦
略
〜
。
16
名
の
参
加
者

に
向
か
っ
て
、井
上
教
授
は
ま
ず
、

戦
略
的
思
考
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
解
説
し
始
め
た
│
│
。

そ
し
て
3
時
間
後
、
受
講
生
に

は
も
ち
ろ
ん
、
講
師
に
と
っ
て
も

ハ
ー
ド
な
講
義
が
終
了
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
う
し
た
講
義
を

8
回
行
う
。 

　
２
つ
の
研
究
会
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
東
友
会
と
福
山
商
工
会
議
所

の
会
員
企
業
の
中
か
ら
10
〜
15

社
が
参
加
、
各
1
〜
3
名
の
主

に
技
術
系
経
営
幹
部
候
補
が

受
講
す
る
。
今
年
度
ま
で
の
参

加
企
業
数
（
延
べ
）
と
受
講
者
数

は
、広
島
地
区
が
52
社
・

70
名
、
福
山
地
区
が

44
社
・
61
名
。
毎
年
、

継
続
し
て
参
加
す
る

企
業
も
少
な
く
な
い
。 

　
そ
の
中
で
、
初
年
度

か
ら
3
年
間
参
加
し
続
け
る
の

は
、Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
関
連
商
品
の
代

理
特
約
販
売
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の

設
計
・
製
作
を
行
う
株
式
会
社

栄
工
社（
本
社
・
広
島
県
福
山
市
）。

07
年
度
2
名
、
08
年
度
2
名
、

今
年
度
は
3
名
を
派
遣
し
て
い

る
。
代
表
取
締
役
社
長
・
唐
川

正
明
氏
は
、「
最
初
に
募
集
案

内
を
見
て
、
す
ぐ
に
賛
同
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
社
長
の
子

息
を
対
象
に
し
た
後
継
者
育
成

の
場
は
あ
り
ま
し
た
が
、
経
営

幹
部
と
な
る
人
材
同
士
が
勉
強

を
通
じ
て
つ
な
が
り
を
持
て
る

機
会
は
な
か
っ
た
の
で
、こ
う
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
的
な
も
の

が
あ
れ
ば
と
望
ん
で
い
ま
し
た
」

と
語
り
、「
今
後
も
こ
う
し
た

活
動
が
定
着
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
」
と
、
さ
ら
な
る
継
続

へ
の
期
待
を
寄
せ
る
。 
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【講義】 
自社を取り巻く事業環境の分析（まとめ）

日本政策投資銀行 東海支店
次長　島 裕

【視察・意見交換会】東海地区　東レ株式会社　オートモーティブセンター（名古屋事業所内）
＜地元企業との意見交換会（浜松地域スズキ系サプライヤー）＞ 

【ケーススタディ】
講義、ディスカッション

独立行政法人科学技術振興機構 イノベーション推進本部
基礎研究制度評価タクスフォース 主任調査員　中川正広 氏

【講義】
財務分析基礎、企業価値評価

日本政策投資銀行 中国支店 副調査役　中澤 伸一
日本政策投資銀行 企業戦略部 課長　西田 陽

【ケーススタディ】
グループ発表、ディスカッション 企業経営者

【総括ディスカッション】
自社企業分析　総括ディスカッション

日本政策投資銀行 東海支店
次長　島 裕

講師等内　容

【ガイダンス】
伸びる『ものづくり企業』の条件／自社を取り巻く事業環境の分析

日本政策投資銀行 東海支店
次長　島 裕

【講義】
組織論、生産管理論／自社を取り巻く事業環境の分析

トヨタ自動車株式会社ＴＱＭ推進部  平井 勝利 主査
日本政策投資銀行 東海支店　次長　島 裕

【講義】「付加価値の最大化を目指す技術経営（ＭＯＴ）
～意味的価値と組織能力のマネジメント～」

一橋大学
延岡 健太郎 教授

【講義】（経営戦略基礎理論）
ケーススタディ実習を通じた競争戦略

広島大学
井上 善海 教授

【講義】
製品開発戦略（イノベーションマネジメント）

東京工業大学
長田 洋 教授

【講義】
製品開発戦略（イノベーションマネジメント）

NTT西日本サービスクリエーション部
新ビジネス部門 担当課長　本橋 健 氏

講師等内　容時期等 時期等

●次世代ビジネス研究会Ⅳ　カリキュラム

「国内有数の「ものづくり地域」といわれる中国地方で、DBJらしい

お客様サポートの在り方とは何かを考えた結果、生まれたのがこの

研究会活動でした。息の長い取組みなので成果が見えるまでには時

間がかかりますが、これからも長い目でこの地域の将来を考え、もの

づくりのお役に立ちたいと考えています」 

中国支店　業務課　　　中澤　伸一 

株式会社ワイテック
専務取締役

枝廣 毅志氏

　当社は、ボディフレームやシャシーといった自動車を支

えるアンダーボディ領域の部品を、設計開発から製造ま

で一貫して行っています。そんな当社の悩みは、事業環

境が変わる中、従来のままでは会社が発展・存続出来

ないリスクが生じていることです。たとえば、ボディー、シャ

シー部品では軽量化のための超高強度鋼板化やアル

ミなどへの材料置換、あるいはクラッチペダルやブレーキ

ペダルなどの領域では、ＦＲＰ（Fiber Reinforced Plastics:

繊維強化プラスティック）を始めとする材料の軽量化が

進みつつあり、さらに将来は、電気部品と一体となること

が予想されます。現に米国では、金属で車のアクセルペ

ダルを作っていたメーカーが、今ではセンサーやアクチュ

エータ（駆動装置）が主力のメーカーに変わった例もあ

ります。

　いつまで今までのものが通用するのか、会社としてこ

れからどんな事業をやっていくべきなのか。選択と集中

の中、全方位の事業展開は出来ません。どういう生き様

を選べばいいのか。そして、その場合の経営手法にはど

んなものがあるのか。それを見極めるために、もっと幹部

人材を育てたい──そんな思いから、この研究会に参

加しました。今年でまだ2年目なので、研究会の成果が、

直接、会社の方針に反映されるという段階ではありませ

んが、手応えは確認しているので、来年度も派遣するつ

もりです。そして、5年後には何らかの解を出して、新しい

方向へシフトしていかなければならないと考えています。

　こんな背景からＤＢＪ

には資金面だけでなく

我々の将来を担う人材

育成など幅広い地域貢

献を期待しています。

研究会の

成果を活かし

5年後には

解を出したい。

シャシー製造現場

ロボットアームによる製造現場／ワイテック（株）

両
 

　
自
動
車
の

ボ
デ
ィ
、
シ
ャ

シ
ー
な
ど
の

部
品
製
造
、

金
型
設
計
・

製
作
、
組
立

治
具
設
計
・
製
作
を
行
う
株
式

会
社
ワ
イ
テ
ッ
ク
（
本
社
・
広
島

県
安
芸
郡
海
田
町
）
は
、
昨
年

度
か
ら
参
加
。
08
年
度
1
名
、

今
年
度
は
2
名
を
派
遣
し
て
い

る
。
専
務
取
締
役
・
枝
廣
毅
志

氏
は
、「
提
案
を
受
け
た
と
き
、

と
に
か
く
経
営
幹
部
候
補
人
材

の
育
成
と
い
う
目
的
に
共
感
し

ま
し
た
。
当
社
の
今
後
を
担
う

人
に
、
会
社
の
生
き
方
、つ
ま
り

経
営
や
戦
略
を
考
え
る
習
慣
を

身
に
つ
け
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
学

ん
で
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
今
後
い
か
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
実
践

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え

る„
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
“に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ
た
う
え

で
、「
次
は
事
務
系
向
け
の
シ
リ

ー
ズ
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
」
と
、

唐
川
氏
と
同
様
、
次
へ
の
展
開

を
提
案
す
る
。 ロボットアームによる製造現場／ワイテック（株）

シャシー製造現場

    

Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
実
践
に 

向
け
た
第
一
歩
と
し
て 

 

社
の
受
講
生
に
と
っ
て

研
究
会
は
、
自
社
以
外

の
経
営
や
人
に
触
れ
る
こ
と
自

体
が
大
き
な
刺
激
と
な
る
と
と

も
に
、
技
術
経
営
の
重
要
性
を

実
感
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
だ
。 

（
株
）
栄
工
社

営
業
本
部
執
行
役
員
・

大
土
井
俊
文
氏

（
07
年
度
参
加
）

　
「
営
業

畑
の
私

に
と
っ
て

一
番
の
収

穫
は
、
い

ろ
い
ろ
な
会
社
の„
す
ご
い
人
、

出
来
る
人
“の
発
想
法
や
思
考

回
路
な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
、

自
分
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い

と
発
奮
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
後
も
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ
っ

た
人
の
会
社
を
訪
ね
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、
普
段
会
え
な
い

よ
う
な
経
営
幹
部
の
人
た
ち
と

交
流
し
た
り
し
て
、
大
い
に
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
」 

（
株
）栄
工
社

技
術
部
部
門
長
・

田
口
修
造
氏（
08
年
度
参
加
）

　
「
始
め

は
人
脈
づ

く

り
に

役
立
つ
程

度
に
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
1

年
が
過
ぎ
て
み
る
と
、
会
社
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
考
え
方

が
学
べ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

多
く
の
経
営
者
の
方
に
お
会
い
し

て
、
生
き
た
経
営
の
話
を
聞
け
た

の
が
何
よ
り
で
し
た
。
経
営
の
知

識
は
本
を
読
ん
で
も
な
か
な
か

身
に
つ
か
な
い
も
の
で
す
が
、„
本

物
の
人
“の
生
の
声
と
い
う
の
は
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
も
の
で
す
」 

（
株
）栄
工
社

生
産
本
部
機
工
部
専
任
次
長
・

桜
田
英
二
氏
（
09
年
度
参
加
）
　

「
以
前
、

中
小
企

業
大
学

校
の
異

業
種
交

流
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
て

役
に
立
っ
た
の
で
、
今
回
も
そ
う

い
う
場
と
し
て
活
か
せ
れ
ば
と
思

っ
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
受
講
者

の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
す
べ
て
当

社
の
お
客
様
で
、
今
後
、
回
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
当
社
の
製
品
を
め

ぐ
っ
て
会
話
が
弾
む
な
ど
、
受
講

生
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
」 

（
株
）ワ
イ
テ
ッ
ク
商
品
開
発
部
商

品
開
発
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

芥
川
紀
文
氏（
08
年
度
参
加
）
　

　
「
収

穫
は
大

き
く
2

つ
あ
り

ま

す

。

ま
ず
、
大
局
観
を
持
っ
て
物
事
を

６/23（火）
14:00～18:00

7/13（月）
14:00～18:00

8/3（月）
14:00～17:00

9/14（月）
14:00～18:00

9/25（金）
14:00～17:00

10/9（金）
14:00～18:00

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

11/5（木）
14:00～18:00

11/11（水）
 ～12（木）

12/4（金）
14:00～17:00

12/14（月）
14:00～18:00

1月下旬
14:00～17:00

2月中旬
14:00～17:00

第
7
回
視
察
研
修

第
8
回

第
9
回

第
10
回

第
11
回



リレーションシップ最前線 ～中国支店～ リレーションシップ最前線 ～中国支店～ 

受講者の評価が高かったカリキュラムベスト3

受講者が分析した成果物に対して、ケース企業の経営者が直接コメントする点が評価されました。
また、上場企業の社長クラスが経営について想いを語る等、日常得難い経験であったこともご好評
いただきました。

第9、10回 【ケーススタディ】

単なる工場見学ではなく、見学先の社長を交えた今後の自動車産業の成長戦略についてディスカ
ッションを行ったこと、福山地区との合同視察であったため、ネットワークが広がったことも好評でした。

視察研修 九州地域

トヨタ自動車の現場出身の講師からトヨタでの人事管理、生産管理についての講義が好評を得ら
れました。

第3回 【講義】生産管理論

「
地
域
産
業
を
支
え
る
」

視
点
で
次
を
読
み
、

動
く
こ
と
が
肝
要
。 株式会社栄工社

代表取締役社長

唐川 正明氏

　会社の中では多くの部署を経験する機会は少なく、

企業経営について勉強することは難しい。しかし、管理

職として経営に携わるうえでＭＯＴについての理解は必

須であり、研究会は貴重な学習の場となっています。特

に大事だと思うのは、自社以外の優れた企業を見て、経

営者の生の声を聞くこと。“本物”に触れることが、実

践的な経営スキルの修得へのきっかけになるからです。

　さて、昨年来の経済危機の中では、大手企業の生産

停止によって末端の中小企業までも同様の事態に追い

込まれるという、かつてない経験をしました。ここへ来てよ

うやく反転の兆しが表れていますが、本格的な回復には

相当の時間がかかるでしょう。問題は、そうした状況の中

で「地域産業を支える」という視点を持つことが難しくな

りつつあることです。全国有数のものづくり地域と言われ

る備後地域には、文化・慣習を含めて独自の良さが残っ

ている。そういうものをうまく残しつつ、地域産業が新しい

世界の動きに対応していくにはどうすればいいのか、行政

や金融機関には真剣に考えて欲しいと思います。

　かつて昭和30年代半ばに日本鋼管が福山に進

出を決定し、工業整備特別地域指定を受けてコンビ

ナートが出来ました。あるいは、昭和59年にシャープ

の半導体工場が福山に出来て、その後、地元のハイ

テク企業4～5社が株式上場しました。新たな技術を

持った企業の進出をきっかけとして、備後地域の産

業集積が一段と厚くなってきたのです。では、次はど

うなるのか。ＤＢＪには、

そうした視点を含めて、

他の金融機関では出

来ない役割を果たして

欲しいと思います。

受
 

研
 

設計部門／(株)栄工社

制御基盤製作

フラットヤーン製造現場／萩原工業（株）フラットヤーン製造現場／萩原工業（株）

基盤組立現場／（株）栄工社基盤組立現場／（株）栄工社

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
か
つ

て
は
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
指
示
さ
れ

た
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う
対

処
す
る
か
と
い
う
姿
勢
だ
っ
た
の
が
、

Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
学
ぶ
中
で
、世
の
中
の
動

き
は
ど
う
な
っ
て
い
て
、当
社
は
ど

ん
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、

な
ぜ
会
社
は
そ
う
い
う
方
針
を
出

し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
形
で
大
局

観
を
持
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
自
律
的
に
動
く
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
最
終
講

義
で
は
総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
自
社
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
当
社
を
取
り
巻
く

事
業
環
境
の
分
析
や
技
術
の
棚

卸
し
を
自
分
な
り
に
行
っ
た
結
果
、

今
の
当
社
の
強
み
・
弱
み
を
発
見

出
来
ま
し
た
。
総
じ
て
、
研
究
会

は
、
将
来
の
事
業
環
境
変
化
を

展
望
し
た
と
き
に
我
々
は
何
を

競
争
力
と
す
べ
き
な
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」 

     

地
域
経
営
を
担
う 

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

を
育
む 

 

講
生
に
と
っ
て
は
、
普
段
、

技
術
経
営
に
つ
い
て
体
系

立
て
て
学
ぶ
機
会
は
少
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、そ
の
成
果
が
ど
う
表

れ
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
難

し
い
と
い
う
の
が
共
通
の
実
感
だ

ろ
う
。
そ
の
点
で
は
経
営
サ
イ
ド

も
、「
も
と
も
と
、
即
効
性
は
期

待
し
て
い
ま
せ
ん
。
管
理
職
と
し

て
経
営
に
携
わ
る
う
え
で
、Ｍ
Ｏ

Ｔ
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
学
び
続
け

る
こ
と
が
大
事
」（
栄
工
社
・
唐
川

氏
）、「
経
営
に
は
大
局
観
が
必
要
。

こ
う
い
う
機
会
を
通
じ
て
、
世
の

中
や
社
会
、
他
の
会
社
を
知
る
こ

と
で
、
高
み
か
ら
見
る
目
が
養
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
ワ
イ
テ
ッ
ク
・
枝
廣
氏
）
と
、„
き

っ
か
け
“や„
気
づ
き
“の
効
果
を

重
視
し
て
い
る
。 

　
そ
し
て
、
も
う
１
つ
の
効
果
と

し
て
受
講
者
が
口
を
揃
え
る
の
が
、

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
だ
。 

　
「
も
と
も
と
、
研
究
会
の
目
的

の
１
つ
に
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
交
流
機
会
を

提
供
し
、
参
加
者
同
士
の
相
互

理
解
や
関
係
深
耕
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上

の
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た

と
思
い
ま
す
。
講
義
の
回
数
が
重

な
り
、受
講
後
の
懇
親
会
な
ど
も

行
わ
れ
た
り
す
る
う
ち
に
、自
然

と
一
体
感
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」

（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
井
上
） 

　
置
か
れ
た
立
場
は
違
っ
て
も
、

共
通
す
る
目
的
に
向
か
い
合
う

中
で
同
期
の
絆
の
よ
う
な
も
の
が

生
ま
れ
、会
社
の
枠
を
超
え
た
人

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

る
。
研
究
会
が
年
を
重
ね
、こ
う

し
た
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
厚
み
を

増
せ
ば
、
新
た
な
技
術
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
地
域
経

済
に
と
っ
て
大
き
な
起
爆
剤
と
な

る
。
次
世
代
の
企
業
経
営
を
担

う
人
材
の
育
成
は
、同
時
に
次
世

代
の
地
域
経
営
を
担
う
人
材
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
み
つ
つ
あ
る
と
言

え
る
。 

 

学
ん
だ
知
識
を 

実
践
の
場
で
活
か
す 

 

究
会
に
は
、
そ
の
実
効

性
を
高
め
る
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る
。
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
後
半
に
組
み
込
ま
れ
た
視

察
研
修
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研

修
だ
。
技
術
経
営
の
実
践
事
例

を
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
に
修

得
し
た
学
習
内
容
の
一
層
の
理

解
を
促
そ
う
と
い
う
狙
い
だ
。 

　
た
と
え
ば
、
視
察
研
修
で
は

昨
年
度
、
両
研
究
会
の
共
催
と

い
う
形
で
、
近
年
、
自
動
車
産
業

の
集
積
が
進
む
北
部
九
州
（
熊

本
地
区
）の
製
造
業
2
社
、ア
イ

シ
ン
九
州
株
式
会
社
、
合
志
技

研
工
業
株
式
会
社
の
工
場
見
学

を
行
っ
た
。
ま
た
、ア
イ
シ
ン
九

州
に
お
い
て
は
、
工
場
視
察
後
、

経
営
者
・
経
営
幹
部
を
交
え
て「
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

現
状
認
識
と
今
後
解
決
し
て
い

く
べ
き
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
単
な
る

工
場
見
学
に
留
ま
ら
ず
、
経
営

者
等
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
先
進
的
な
M
O
T
の

実
践
事
例
を
習
得
し
た
。 

　
一
方
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研
修
は
、

中
国
地
方
に
お
い
て
技
術
力
を

背
景
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る

企
業
を
対
象
に
技
術
経
営
の
視

点
か
ら
経
営
分
析
を
行
う
と
い

う
も
の
だ
。
ま
た
、
分
析
結
果
の

発
表
の
際
に
は
分
析
対
象
企
業

の
経
営
者
が
講
師
と
し
て
登
壇



Message from General Manager

地域の革新力を活かし

さらなる豊かさの

実現に貢献したい。

日本政策投資銀行　中国支店長　福田　健吉

　中国地方は、一言で言うと“豊かな地域”です。自然環境、
歴史遺産、観光資源はもちろん、各県に製造業、農業、水産
業が根付き、産業集積が進んでいます。産業発展にも独自の
歴史があります。たとえば、広島は自動車、呉は造船、水島は
紡績からさまざまな地場企業が生まれ発展してきました。基幹
産業の立地から始まって、独自の技術、新事業のシーズをうま
く発展させて、全国に名の知れたオンリーワン企業、ナンバー
ワン企業へと成長してきたのです。その意味で、革新力はこの
地域の企業のＤＮＡとも言えるし、今後の成長ポテンシャルも
非常に高いと思います。
　こうした革新力を活かし、ポテンシャルを開花させることこそ、
ＤＢＪ中国支店が果たすべき役割だと思います。もともと、イン
フラ分野に強みを持つＤＢＪにとって製造業支援は最重要課
題の１つです。製造業のウエイトが非常に高い中国地方にお
いて、その将来をサステナブルなものとするためには、何よりも
技術経営力が鍵です。多様な技術を環境などのフロンティア

分野にうまく活かしていくことが、地域全体の発展につながる
わけで、そのための支援に全力を注いでいきたいと考えています。
　昨年10月の民営化後、ＤＢＪの金融ツールは増えています。
同時に、ＤＢＪでは審査力、すなわち「企業を見る目」を強化し
ています。長期的な視点からお客様企業の将来を考えるならば、
どこよりも真剣にお客様と議論し、時にはお客様にとって耳の
痛いことも申し上げなければなりません。その時の裏付けとな
るのが高度な審査力なのです。他の金融機関にはない提案
力と議論力、そしてお客さまとともに考え、時にアドバイスでき
る力をもった銀行として、これからも支店一丸となって地域の
豊かさの実現に貢献していきたいと考えています。

「東友会の会員企業は、地場企業
が多く、地域経済に与える影響も
大きいことから、県や市も各社の動
向に注目しています。その意味でも、
激しい時代の変化に対応するため
の経営技術の修得をめざすこの研
究会活動を継続して欲しいと願っ
ています。研究会をさらによりよいも
のとするために、適宜、軌道修正を
行うことが肝要だと思います」 

東友会協同組合　専務理事

土居　邦夫氏 01
「東友会の会員企業は、いずれも、も
のづくり程には技術経営に力を入れ
ていなかったと思うので、研究会でそ
のスキルを学べたことは大きな成果で
した。特に、講師陣や独自の情報は、
私たちの世界を広げてくれる気がし
て高く評価しています。今後も活動を
継続して頂ければ、1つの会社の中に
経営リーダーが次 と々育ち、共通の言
語を理解する人が増えて、研究会の
効果が浸透していくと思います」 

02
「備後地域には、独自の技術を持つ
オンリーワン企業、ナンバーワン企業
が多い。この研究会には、そうした
優良企業からの参加が多く、受講
生の方 も々毎回、高い意識を持って
臨んでいます。普段、業種が違えば
交流が出来ない企業同士が、研究
会を通じて出会い、次世代の経営を
担う人材のネットワークを築くことで、
備後地域全体の競争力の底上げに
なればと願っています」 

03 東友会協同組合　企画担当マネージャー

横本　範子氏 
福山商工会議所　理事・事務局長　

福永　重孝氏 

リレーションシップ最前線 ～中国支店～ リレーションシップ最前線 ～中国支店～ 

「ＤＢＪの全支店の中でも、通年で開催し、複数年にわたって続けている研究会の例

は多くありません。地域に定着しつつある研究会となってきており、参加企業の中には、

この研究会を社内研修プログラムに組み込んでいる所もあります。地域経済の担い

手である地元企業が自社技術を企業経営に活用していくという意識醸成に少しでも

お役に立てるように、準備を進めたいと思います」 

中国支店　企画調査課　　井上　知哉 

当
 

会議室での打合せ／(株)ワイテック

し
、
分
析
結
果
を
基
に
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
こ
の
う
ち
、
07

年
度
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象

企
業
と
な
っ
た
の
が
萩
原
工
業

株
式
会
社
（
本
社
・
岡
山
県
倉

敷
市
）
。
同
社
は
、フ
ラ
ッ
ト
ヤ
ー

ン
と
呼
ば
れ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
主
原
料
と
す

る
合
成
樹
脂
繊
維
を
用
い
た
関

連
製
品
（
注
4
）
、
お
よ
び
フ
ラ
ッ

ト
ヤ
ー
ン
技
術
を
応
用
し
た
ス

リ
ッ
タ
ー
（
裁
断
機
械
）
等
、
産

業
機
械
の
製
造
・
販
売
を
行
う

地
場
企
業
。
2
0
0
0
年
に
大

証
2
部
、
翌
01
年
に
は
東
証
２

部
へ
の
上
場
を
果
た
し
た
。
ま
さ

に
技
術
経
営
の
先
進
的
事
例
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
企
業
だ
っ
た
。 

　
「
地
域
振
興
策
と
し
て
素
晴

ら
し
い
試
み
で
す
し
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に

と
っ
て
も
地
域
の
製
造
業
企
業

と
さ
ら
に
強
い
信
頼
関
係
を
築

く
き
っ
か
け
と
な
る
。
こ
れ
は
面

白
い
試
み
だ
。
そ
う
い
う
も
の
に

協
力
出
来
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
と
、

お
受
け
し
た
の
で
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
当
社
自
身
に
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
数
多
く
の
チ

ー
ム
に
経
営
分
析
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
当
社
の
経
営
戦
略

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
す
。
自
分
た
ち
で
は
気
が
つ
か

な
い
新
た
な
視
点
な
ど
、
戦
略

の
検
証
、
客
観
化
が
出
来
た
こ

と
は
収
穫
で
し
た
。
ま
た
、
当
時

は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
取
引
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
研
究
会
へ
の
協
力
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
4
月
か

ら
融
資
取
引
を
始
め
ま
し
た
」（
代

表
取
締
役
社
長
・
萩
原
邦
章
氏
） 

 

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
 

次
期
研
究
会
に
活
か
す 

 

初
、
地
元
企
業
の
次
世

代
の
経
営
を
担
う
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

中
国
支
店
の
研
究
会
活
動
。
研

究
会
へ
の
参
加
企
業
、
協
力
企
業

か
ら
は
継
続
を
望
む
声
が
強
い
。 

　
今
後
の
研
究
会
活
動
を
ど
う

考
え
る
の
か
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
井
上
は
、

「
地
域
の
期
待
に
応
え
る
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
講
義
後
に
実
施
し
て
い
る
受

講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
参

加
企
業
の
経
営
者
の
ご
意
見
も

参
考
に
し
、
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
て

い
き
た
い
」
と
し
た
う
え
で
、
次

期
研
究
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
次
の

よ
う
に
語
る
。 

　
「
現
在
は
M
O
T
の
基
礎
編

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
部
分
を
占

め
る
の
で
、
再
度
の
受
講
希
望
者

向
け
に
応
用
編
を
用
意
し
た
り
、

講
師
陣
、
経
営
者
と
の
面
談
の

場
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
と
え

ば
広
島
市
で
い
う
と
、
研
究
会
へ

の
参
加
企
業
の
範
囲
を
現
在
の

自
動
車
関
連
か
ら
製
造
業
一
般

へ
と
拡
大
し
て
、
幅
広
い
業
種
の

経
営
幹
部
候
補
の
方
々
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
。
さ
ら
に
は
、
全

国
展
開
し
て
い
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
強

み
を
活
か
し
て
、
地
域
を
ま
た

が
っ
た
広
域
的
な
研
究
会
活
動

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」 

　
次
世
代
の
経
営
を
担
う
人
材

の
育
成
は
、
全
国
共
通
の
課
題

で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
中
国

地
方
の
研
究
会
活
動
は
、１
つ
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 （
注
1
）

本
研
究
会
は
、中
国
経
済
産
業
局
の
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
計
画
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
注
２
）東
友
会
協
同
組
合

マ
ツ
ダ
の
車
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
技
術
系

企
業
の
協
同
組
合
組
織
。
会
員
企
業
数
は
66

社（
09
年
9
月
現
在
）。

（
注
３
）備
後
地
域

福
山
市
を
中
心
と
し
た
広
島
県
東
部
か
ら
岡

山
県
西
部
に
か
け
て
の
地
域
。
両
県
の
県
庁

所
在
地
と
は
一
味
違
っ
た
一
体
的
な
地
域
性
を

持
つ
と
と
も
に
、独
自
の
製
造
業
集
積
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。

（
注
４
）フ
ラ
ッ
ト
ヤ
ー
ン
の
関
連
製
品

代
表
的
な
製
品
は
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
、土
の
う
袋
な
ど
。
今
年
8
月
11
日
、

駿
河
湾
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
っ
て
路
肩
が

崩
落
し
た
東
名
高
速
道
路
の
修
復
工
事
に
使

わ
れ
た
大
型
土
の
う
袋
と
同
型
の
製
品
も
生

産
・
販
売
し
て
い
る
。



Scenes of Solution

「アレンジメント業務を本格化させてから2年半。ようやく
ＤＢＪらしい案件をアレンジ出来るようになりました。これ
からも愚直に、長期的な視点でシローンに向き合って
いきたいと思います」 

シンジケーショングループ　課長　小西 昭博 

Scenes of Solution Scenes of Solution 

発展・進化するシンジケート・ローン 
── 環境クラブ型シローン「エコノワ」で、キリンホールディングスの環境経営を支援  ── 

 日本のシンジケート・ローン（注1）市場の規模は、03年度16.2兆円（トムソンロイター調べ）
から08年度28.3兆円（同）に拡大。そうした中、日本政策投資銀行（ＤＢＪ）は、キリンホール

ディングス（ＨＤ）株式会社に対し、地域金融機関など11行（注2）とともに、総額200億円の

環境クラブ型シローン「エコノワ」（注3）を組成した。「エコノワ」は、ＤＢＪが開発した「環境

格付」に基づくシローンで、貸し手となるシローン団のメンバーを環境意識の強い金融機関

によって組成するクラブ型とするとともに、資金の使途も環境費用・環境投資に限定するなど、

ユニークな特長を持つ。今や日本の金融取引に不可欠となったシローン。ＤＢＪの取り組みも

本格化している。

Scenes of Solution 

　 

ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
実
績
で 

　 

上
位
グ
ル
ー
プ
の
一
角
へ 

 

　
シ
ロ
ー
ン
市
場
に
お
け
る
金
融
機
関
の
実
力
を

示
す
指
標
の
１
つ
が
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
テ
ー

ブ
ル
だ
。
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
シ
ロ
ー
ン
団
の
幹
事
と

し
て
、
借
入
人
と
の
融
資
条
件
の
交
渉
、
参
加
金

融
機
関
の
招
聘
、
契
約
書
類
の
作
成
等
を
行
う
。

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、
最
新
（
09
年
8
月
21
日
現
在
）の
ア
レ

ン
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
テ
ー
ブ
ル
で
第
8
位
。
融
資
期

間
1
年
を
超
え
る
中
長
期
案
件
に
限
る
と
、
3
メ

ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
に
次
ぐ
第
4
位
の
実
績
と
な
っ

て
い
る
。 

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
は
07
年
度
か
ら
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
業
務

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
中
堅
企

業
向
け
が
中
心
で
し
た
が
、
08
年
度
か
ら
は
環
境

格
付
融
資
を
用
い
た
シ
ロ
ー
ン
を
メ
ガ
バ
ン
ク
と
共

同
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
大
型
案
件
も
増
加
。
こ
こ

へ
来
て
、
主
体
的
役
割
を
演
じ
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
ら
し
い
シ

ロ
ー
ン
を
組
成
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、こ

の
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」 

Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
業
務
を
担
当
す
る
シ
ン

ジ
ケ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
小
西
昭
博
は
、
そ
う
語

り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
特
長
と
し
て
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
な
ど
Ｄ
Ｂ
Ｊ
独
自
の
融
資

メ
ニ
ュ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
付
加
価
値
向

上
、
中
立
的
な
立
場
を
活
か
し
た
幅
広
い
参
加

金
融
機
関
へ
の
呼
び
か
け
の
2
点
を
あ
げ
る
。 

　
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発

し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム（
格
付
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
り
、
企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
、
優

れ
た
企
業
を
選
定
し
て
、
得
点
に
応
じ
て
3
段

階
の
金
利
を
適
用
す
る
と
い
う
、
環
境
格
付
の
専

門
手
法
を
導
入
し
た
世
界
で
初
め
て
の
融
資
メ

ニ
ュ
ー
。
ま
た
、
持
ち
前
の
中
立
的
な
姿
勢
は
、
借

り
手
、
貸
し
手
双
方
か
ら
の
信
頼
感
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」 

　
そ
の
上
で
小
西
は
、
今
回
の
環
境
ク
ラ
ブ
型
シ

ロ
ー
ン
は
、
極
め
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ら
し
い
案
件
だ
と
指

摘
す
る
。
　 

　
「
エ
コ
ノ
ワ
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
融
資
を
活
か

す
と
と
も
に
、
資
金
の
使
途
も
借
入
企
業
が
負
担

し
て
い
る
環
境
費
用
・
環
境
投
資
に
限
定
、か
つ
環

境
意
識
の
強
い
金
融
機
関
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
た

シ
ロ
ー
ン
。
今
回
は
、
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮
活

動
を
促
進
す
る
と
共
に
、
地
域
と
環
境
を
結
び
つ

け
る
た
め
、
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
様
の
工
場
の
あ
る
地

域
を
営
業
基
盤
と
す
る
金
融
機
関
各
行
と
と
も

に
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
」 

 

　 

２
年
余
の
時
間
を
か
け
て 

　 

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る 

 

　
環
境
格
付
を
活
用
し
た
融
資
額
で
は
過
去
最

大
と
な
る
今
回
の
シ
ロ
ー
ン
の
組
成
に
は
、
2
年
余

り
の
時
間
を
要
し
た
。
融
資
の
実
行
は
今
年
3
月

だ
が
、
最
初
に
提
案
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
06
年

12
月
で
あ
っ
た
。 

　
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
理
業
務
を
行
う

キ
リ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
株
式
会
社
経
理

部
の
家
村
健
一
氏
は
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
る
。 

　
「
も
と
も
と
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
取
引
は
な
く
、
環

境
格
付
融
資
に
つ
い
て
も
企
業
金
融
第
3
部
の

大
久
保
さ
ん
、
広
田
さ
ん
か
ら
紹
介
を
受
け
て

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
環
境
対
策
は
コ
ス
ト
が
か

か
る
も
の
で
す
が
、
優
遇
金
利
を
通
じ
て
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
の
で
、

提
案
を
受
け
た
時
は
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
た

だ
当
時
、
当
社
は
長
期
経
営
構
想
「
キ
リ
ン
グ
ル

ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
5
」
の
下
、
国
内
外
で
積

極
的
な
事
業
再
編
・
Ｍ
＆
Ａ
等
を
進
め
て
お
り
、

環
境
対
策
に
も
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
資
金
調
達

を
希
望
し
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
時
間
を
か
け
て
最
適
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
の
で
す
」 

　
調
達
額
の
大
き
さ
に
対
応
す
る
た
め
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
環
境
格
付
融
資
を
シ
ロ
ー
ン
方
式
で
実
行

す
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
環
境
へ
の

取
り
組
み
を
参
加
金
融
機
関
に
も
支
持
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
ク
ラ
ブ
型
シ
ロ
ー
ン
と
し

て
組
成
し
、
借
り
手
と
貸
し
手
が
共
同
し
て
環

境
対
策
に
取
り
組
む
先
例
と
す
る
こ
と
を
提
案
。

こ
れ
を
受
け
て
、
キ
リ
ン
サ
イ
ド
か
ら
は
、
全
国

の
グ
ル
ー
プ
工
場
の
あ
る
地
域
の
金
融
機
関
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
調
達
資
金
の

使
途
も
各
工
場
で
の
環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の



Scenes of Solution

Scenes of Solution Scenes of Solution 

環境クラブメンバー 番号 地域 キリンビール　工場等の施設

北洋銀行

DBJ.三菱ＵＦＪ信託銀行

足利銀行

茨城銀行

常陽銀行

北陸銀行

DBJ.三菱ＵＦＪ信託銀行

滋賀銀行

みなと銀行

広島銀行

もみじ銀行

西日本シティ銀行

千歳工場（キリン千歳水源の森）キリンビアパーク千歳

仙台工場（キリン北蔵王水源の森）

栃木工場（鬼怒川水源の森）

取手工場（筑波山麗水源の森）キリンビアパーク取手

横浜工場（かながわ水源の森）キリン横浜ビアビレッジ

北陸工場（キリン白山水源の森）キリンビアパーク北陸

名古屋工場（キリン木曽川水源の森）キリンビアパーク名古屋

滋賀工場（琵琶湖水源の森）

神戸工場（観福の森）キリンビアパーク神戸

岡山工場（キリン岡山水源の森）キリンビアパーク岡山

キリンビアパーク広島

福岡工場（キリン福岡水源の森）キリンビアパーク福岡

北海道

東北

関東

北陸

中部

関西

中国

九州

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

キリンホールディングス 

ビアパーク＆工場

グループ工場

環境クラブ型 
シンジケート・ローン 
『エコノワ』 

・環境スクリーニング
・モニタリング DBJが実施

環境配慮型
経営

環境への取組みに
応じた優遇金利

●キリンホールディングス向け『エコノワ』の概要

「国内マーケットが縮小する中、食品産業が新たな発展を
遂げるために、金融機関にも独自の役割が期待されています。
その意味で、環境経営をリードするキリングループ様に「エコ
ノワ」をご活用頂けたことは嬉しい限りです」 

企業金融第3部　課長　大久保 康三 

「2年近くの提案・議論の過程で、キリングループ様の環境
経営に対する意識の高さと取組みの早さ、その内容の充実
度は大変勉強になりました。今後のＤＢＪの環境格付の
仕組みの見直しの参考にさせて頂きたいと考えています」 

企業金融第3部　調査役　広田 哲章 

●環境シンジケート・ローンの概要

参加金融機関

参加金融機関

参加金融機関

参加金融機関

参加金融機関

借入人様

環境シンジケート・
ローン

・環境スクリーニング
・環境覚書締結
・環境モニタリング

・環境格付取得
 企業の紹介
・CSR / IR効果の
 アピール

ア
レ
ン
ジ

設
備
投
資
に
限
定
し
た
い
と
い
う
意
向
が
示
さ

れ
た
。 

　
こ
う
し
て
、
環
境
対
策
を
経
営
の
最
高
課
題

の
１
つ
と
捉
え
る
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
か
た
ち
で
、
前
例
の
な
い
シ
ロ
ー
ン
組
成
の

準
備
が
進
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 

　
「
準
備
期
間
中
は
、
当
社
の
Ｍ
＆
Ａ
が
活
発

で
会
社
の
状
況
も
急
変
す
る
環
境
で
し
た
が
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
定
期
的
な
情
報
交
換
の
中
で
当
社

の
ニ
ー
ズ
を
く
み
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
長
期
間
に
わ
た
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
将
来
を
長
期
的

な
視
点
で
に
ら
み
、
当
社
の
期
待
に
応
え
る
提

案
を
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
家

村
氏
） 

 

　 

金
利
コ
ス
ト
の
軽
減
が 

　 

大
き
な
メ
リ
ッ
ト 

 

　
今
回
の
「
エ
コ
ノ
ワ
」
で
の
環
境
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
お
い
て
、
キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ
は
、
そ
の
広
範
囲
な
温
暖

化
対
策
、
資
源
有
効
利
用
対
策
が
高
く
評
価
さ

れ
た
結
果
、
最
高
ラ
ン
ク
の
格
付
を
取
得
、モ
デ
ル

企
業
と
し
て
特
別
表
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
主
な
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
3
点
だ
。 

　
①
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
、
嫌
気
性
排
水
処

理
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
活
用
、
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
転

換
等
網
羅
的
な
対
策
に
よ
り
C
O
2

排
出
量
を

大
幅
に
削
減
（
1
9
9
0
年
比
2
0
0
7
年
49

%
減
）
し
て
い
る
こ
と
、
②
「
キ
リ
ン
水
源
の
森
づ

く
り
」
と
し
て
ビ
ー
ル
工
場
等
の
上
源
流
に
あ
る

森
林
の
保
全
活
動
を
従
業
員
と
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
と
と
も
に
大
規
模
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
③
ビ

ー
ル
工
場
等
で
発
生
す
る
副
産
物
・
廃
棄
物
の
再

資
源
化
1
0
0
%
を
早
期
（
1
9
9
4
年
）に
達

成
し
継
続
し
て
い
る
こ
と
。 

　
「
エ
コ
ノ
ワ
」
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
家
村
氏

は
「
今
回
は
最
高
ラ
ン
ク
の
格
付
で
評
価
頂
き
、

最
優
遇
金
利
で
の
融
資
と
い
う
こ
と
で
金
利
コ
ス

ト
の
軽
減
が
大
き
い
」
と
し
た
上
で
、
調
達
時
期

に
つ
い
て
も
「
借
入
の
検
討
が
始
ま
っ
た
09
年
初
め

は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
な
金
融
危

機
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
時
期
。
そ
の

よ
う
な
時
期
に
、
ま
と
ま
っ
た
融
資
を
円
滑
に
組

成
・
実
行
出
来
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
」

と
語
る
。 

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
面
で
の
効
果
に
つ
い
て
も
、「
08
年

度
版
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
環
境
報
告
書
の
中
で
、
環

境
格
付
で
の
高
い
評
価
を
紹
介
し
た
の
に
続
き
、

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
09
年
度
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト

に
も
同
様
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
」
と
言
い
、

さ
ら
に
予
想
外
の
効
果
も
あ
っ
た
と
続
け
る
。「
環

境
対
策
は
昔
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、
相
応

の
自
負
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

主
観
的
な
も
の
。
環
境
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し

て
、
自
社
の
環
境
対
策
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
今
後
の
当
社
グ
ル

ー
プ
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
」 

 

　 

ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
業
務
に 

　 

D
B
J
ら
し
さ
を
活
か
す 

 

　
今
後
の
シ
ロ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
小

西
は
「
シ
ロ
ー
ン
は
目
的
で
は
な
く
機
能
（
ツ
ー
ル
）

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
考
え
。
ツ
ー
ル

は
使
い
方
次
第
で
良
く
も
悪
く
も
な
る
」
と
前
置

き
し
な
が
ら
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
基
本
姿
勢

と
し
て
3
点
を
あ
げ
る
。 

　
「
第
１
に
、
借
入
人
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
。

借
入
人
が
新
た
な
金
融
機
関
と
の
取
引
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
す
る
。
ま
た
、
当
行
の
環
境
格
付
な

ど
と
組
み
合
わ
せ
て
企
業
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
な
ど
、
単
な
る
資
金
調
達
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
む
よ
う
に
留
意
し
て
い
ま
す
。 

　
第
2
に
、
貸
出
人
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
こ
と
。

シ
ロ
ー
ン
市
場
に
お
け
る
最
大
の
資
金
の
出
し
手

で
あ
る
地
方
銀
行
な
ど
の
地
域
金
融
機
関
に
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
組
成
す
る
シ
ロ
ー
ン
に
何
ら
か
の
意
義

を
見
出
し
て
頂
き
、
共
に
借
入
人
を
支
援
す
る
仲

間
と
し
て
手
を
携
え
て
行
け
る
よ
う
な
関
係
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
3
つ
め
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
自
身
が
貸
し
手
の

一
員
と
し
て
シ
ロ
ー
ン
団
に
参
加
出
来
る
こ
と
。
も

と
よ
り
、
リ
ス
ク
が
高
い
と
思
わ
れ
る
貸
出
債
権

を
第
三
者
に
勧
め
る
こ
と
は
し
な
い
し
、
自
ら
融

資
出
来
な
い
先
へ
の
シ
ロ
ー
ン
は
組
成
し
な
い
と
い

う
の
が
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
立
場
。
動
き
の
激
し
い
市
場
の

中
で
、
安
定
し
た
資
金
の
仲
介
を
行
う
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
。
愚
直
に
長
期
的
な
視
点
で
シ
ロ
ー

ン
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」 

　
2
年
余
り
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
家
村
氏
も

そ
う
し
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
姿
勢
を
感
じ
取
っ
た
の
だ
ろ

う
か
、
最
後
に
こ
ん
な
期
待
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

　
「
正
直
、コ
ス
ト
だ
け
な
ら
他
の
資
金
調
達
方

法
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
評
価
す
る
と
い
う
環
境
格
付
融
資
の
考

え
方
に
ひ
か
れ
て
、
今
回
の
シ
ロ
ー
ン
を
選
択
し
ま

し
た
。
今
後
、
金
融
機
関
に
は
ま
す
ま
す
社
会
的

な
課
題
へ
の
対
応
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、
企
業
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
て
、
解

決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
」 

 （
注
1
）シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン（
シ
ロ
ー
ン
）

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
と
は
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、複
数
の
金
融
機
関

を
集
め
て
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
を
組
成
し
、単
一
の
契
約
書
で
同
一
の
約

定
条
件
に
よ
り
協
調
し
て
融
資
を
行
う
手
法
。
交
渉
窓
口
を
ア
レ

ン
ジ
ャ
ー
に
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
る
事
務
負
担
の
軽
減
、エ
ー
ジ
ェ

ン
ト（
融
資
実
行
後
、シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
代
理
人
と
し
て
、返
済
の

資
金
決
済
事
務
や
借
入
人
と
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
団
の
間
の
連
絡
を
行

う
）を
通
じ
た
資
金
決
済
事
務
な
ど
事
務
管
理
負
担
の
軽
減
、多

額
の
資
金
の
機
動
的
な
調
達
、な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
注
2
）地
域
金
融
機
関
な
ど
11
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
お
よ
び
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
。
貸
出
人

は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
、三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
、足
利
銀
行
、茨
城
銀
行
、広

島
銀
行
、も
み
じ
銀
行
、滋
賀
銀
行
、北
陸
銀
行
、西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、北
洋
銀
行
、み
な
と
銀
行
、常
陽
銀
行

（
注
3
）ク
ラ
ブ
型
、「
エ
コ
ノ
ワ
」

シ
ロ
ー
ン
に
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
型
と
ク
ラ
ブ
型
が
あ
る
。ジ
ェ
ネ
ラ
ル
型

は
、借
り
手
が
取
引
金
融
機
関
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
る

と
き
に
取
る
方
式
で
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
新
規
の
取
引
金
融
機
関
を

広
く
募
集
・
招
聘
す
る
。ク
ラ
ブ
型
は
、取
引
金
融
機
関
な
ど
借
り

手
と
縁
の
あ
る
金
融
機
関
で
シ
ロ
ー
ン
団
を
組
成
す
る
方
式
。

　
「
エ
コ
ノ
ワ
」
は
、「E

cology

の
ワ
＝
環
境
の
輪
・
和
・
環
」
の
意

味
で
、環
境
ク
ラ
ブ
型
シ
ロ
ー
ン
の
新
商
品
名
と
し
て
商
標
登
録

出
願
中
。

  

1

3

2

4

5

67
8



Scenes of Solution 

環
境
経
営
に
対
す
る
キ
リ
ン
の
取
り
組
み 

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
最
近
の
主
な
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
例 

キ
リ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
株
式
会
社

経
理
部
　
財
務
担
当
　
主
査 

家
村
　
健
一
氏 

 

　
も
と
も
と
、
当
社
は
ビ
ー
ル
の
製
造

を
主
力
事
業
と
す
る
会
社
な
の
で
、
環

境
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
早
く
か
ら
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
あ
げ

て
み
る
と
、次
の
通
り
で
す
。 

　
1
9
6
0
年
代
に
は
、ビ
ー
ル
び
ん

用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
箱
を
開
発
。
そ
の
後
、

缶
の
需
要
が
増
加
し
た
た
め
、ア
ル
ミ
の

使
用
量
の
削
減
努
力
を
行
い
ま
し
た
。 

　
1
9
9
3
年
に
は
、
従
来
品
よ
り
21

％
軽
い
軽
量
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
を
開
発
。

こ
れ
に
よ
り
、び
ん
の
省
資
源
の
み
な
ら

ず
、物
流
の
効
率
化
に
も
効
果
を
あ
げ
、

省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。 

　
1
9
9
7
年
に
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

北
陸
工
場
が
国
内
食

品

業

界

で

初

の

I
S
O
1
4
0
0
1

の
認
証
を
取
得
。
続

い
て
1
9
9
9
年
ま

で

に

全

工

場

、

2
0
0
0
年
に
は
本

社
ビ
ル（
新
川
）
で
も

取
得
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
適
用
範
囲
を
全

国
各
地
の
営
業
事
業

所
、
物
流
事
業
所
に

拡
大
。
研
究
開
発
、

商
品
開
発
、資
材
調
達
、

生
産
、
物
流
お
よ
び
販
売
促
進
に
係
る

す
べ
て
の
領
域
に
対
し
て
、同
一
の
方
針
・

目
標
を
掲
げ
、一
貫
し
た
地
球
環
境
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
2
0
0
8
年
6
月
に
は
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
が
「
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
」
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環
境
省
が

創
設
し
た
業
界
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業

に
よ
る
環
境
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
制
度
で
、同
制
度
の
製

造
業
に
お
け
る
第
1
号
と
し
て
「
エ
コ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
の
約
束
」
を
環
境
大
臣
に

宣
言
し
ま
し
た
。 

　
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
か
ら
も
、

大
地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
企
業
グ
ル
ー

プ
に
相
応
し
い
テ
ー
マ
と
し
て
「
低
炭

素
企
業
グ
ル
ー
プ
」
の
実
現
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 
【
事
例
1
】 

三
菱
樹
脂
株
式
会
社 

 

金
融
技
術
力
を
活
か
し
た 

「
高
流
動
性
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
」 

 

　
「
高
流
動
性
シ
ロ
ー
ン
」
は
、
特
に

優
良
な
企
業
を
対
象
に
、
契
約
条
件

の
標
準
化
や
組
成
後
の
債
権
売
買
価

格
気
配
値
の
開
示
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
シ
ロ
ー
ン
の
流
動
性
を
よ
り
一
層

高
め
た
も
の
。
ロ
ー
ン
の
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
2
次
売
買
市
場
）
に
お

け
る
債
権
売
買
の
活
性
化
や
、
そ
の
後

の
シ
ロ
ー
ン
組
成
に
お
け
る
適
正
な
価

格
形
成
に
寄
与
し
、
金
融
資
本
市
場

の
取
引
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。 

　
三
菱
樹
脂
株
式
会
社
は
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
中
核
企
業
と
し
て
、
高
い
技

術
開
発
力
を
背
景
に
、
樹
脂
加
工
品

を
中
心
と
す
る
生
活
・
産
業
資
材
の

供
給
を
行
っ
て
い
る
。
市
場
調
達
を

意
識
し
な
が
ら
資
金
調
達
の
多
様

化
を
図
る
同
社
は
、
シ
ロ
ー
ン
の
実
行

に
際
し
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ
お
よ
び
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
を
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
指
名
。

両
行
は
09
年
6
月
2
日
、
総
額

2
0
0
億
円
の
「
高
流
動
性
シ
ロ
ー
ン
」

を
組
成
し
た
。 

 【
事
例
2
】 

成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
株
式
会
社 

 

新
高
速
鉄
道
整
備
事
業
に
対
す
る 

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン 

 

　
融
資
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
成
田

高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
株
式
会
社
が
実

施
す
る
成
田
新
高
速
鉄
道
整
備
事
業
。

同
社
は
、
都
心
と
成
田
空
港
を
短
時

間
で
結
ぶ
新
た
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
（
北

総
線
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
を
延
伸
し

て
成
田
空
港
へ
至
る
路
線
、
2
0
1
0

年
度
開
業
予
定
）を
整
備
す
る
た
め
に
、

02
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
第
三
種
鉄

道
事
業
者
。
同
事
業
は
、
01
年
8
月
に

内
閣
官
房
都
市
再
生
本
部
よ
り
、「
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
決
定
を
受

け
た
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。 

　
同
事
業
に
よ
り
、
都
心
と
成
田
空

港
が
最
速
36
分
（
現
在
は
51
分
）で
結

ば
れ
、
諸
外
国
の
主
要
空
港
に
比
肩
し

得
る
空
港
ア
ク
セ
ス
利
便
性
が
実
現

す
る
。
さ
ら
に
、
同
事
業
に
よ
る
大
幅

な
輸
送
力
増
強
は
、
官
民
挙
げ
て
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
V
J
C*

）
等
に

よ
る
将
来
的
な
成
田
空
港
の
国
際
航

空
需
要
の
増
加
に
対
し
、
大
き
な
効
果

が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
D
B
J
と
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀

行
は
、
公
共
性
の
高
い
こ
う
し
た
事
業

を
実
施
す
る
同
社
に
対
し
、
09
年
3

月
21
日
、
両
行
協
働
で
総
額
2
3
0

億
円
の
シ
ロ
ー
ン
を
組
成
し
た
。 

 

＊
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
V
J
C
）:

2
0
1
0

年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
1
,
0
0
0
万

人
と
す
る
目
標
に
向
け
、
日
本
の
観
光
魅
力
を

海
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
日
本
へ
の
魅
力
的

な
旅
行
商
品
の
開
発
・
導
入
等
を
行
う
官
民
共

同
実
施
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

東洋ドライルーブ株式会社 

代表取締役社長　飯野 光彦 氏 

Designship 未来人図鑑 

　東洋ドライルーブのドライとはＤｒｙ（乾燥した/固体の）、
ルーブとはLubr icant（潤滑剤）。同社は乾燥固体被膜剤
の専門事業会社である。被膜技術は現代の産業を支える
キーテクノロジーの１つで、その製品は幅広い産業分野で
採用されている。ドライルーブの独自の製造・加工ノウハウを
持つ同社は、今、次代の被膜技術の可能性に目を向けながら、
新しい課題・未来技術の開発にも挑戦している。

三菱樹脂(株)製品の一例

執行役員 
経理部、経営監査部所管
関連部長
中場 元司氏

執行役員 
経理部、経営監査部所管
関連部長
中場 元司氏

成田高速鉄道の松虫川橋梁外工事
まつむしがわ



Designship 未来人図鑑 Designship 未来人図鑑 

1953年生まれ。1978年当社へ入社後、創業
者・重光氏の後を引き継ぎ、1992年より代表
取締役社長。学生時代は少林寺拳法で全日
本学生選手権第2位の成績を残し、卒業後
10年ほど、監督、コーチとして母校の後進の
育成に努める。指導者時代、学生に言い続け
たことは、「全日本で優勝するには素質も要るが、
入賞できるかできないかは練習量で決まる」。
日々の努力と精進を信条とする姿勢は、その
経営にも貫かれている。

Mitsuhiko Iino

潤滑・耐摩耗性に優れたドライルーブは、さまざまな
部品に採用されている。自動車部品のアクセル、
スロットルシャフトを始め、AV・OA・通信部品、カメ
ラの絞りやレンズ周辺部品のような光学機器など、
活用範囲は幅広い。

そ
の
多
機
能
性
で
幅
広
い
活
用
へ 

│
│
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

 

　
代
表
的
な
成
分
は
、二
硫
化
モ
リ
ブ
デ
ン
、フ
ッ
素
樹

脂
、グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
な
ど
の
潤
滑
物
質
で
、こ
れ
ら
と
各

種
の
特
殊
接
合
剤
を
配
合
し
、各
種
の
溶
剤
ま
た
は
水

に
分
散
さ
せ
た
多
機
能
被
膜
で
す
。一
般
に
潤
滑
剤
と

し
て
は
、オ
イ
ル
や
グ
リ
ー
ス
な
ど
の
ウ
ェ
ッ
ト
な
も
の
が

使
わ
れ
る
の
で
す
が
、そ
れ
ら
が
使
え
な
い
、あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
機
能
に
限
界
が
あ
る
部
位
な
ど
に
は
、乾
燥

し
た
被
膜
で
潤
滑
さ
せ
る
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
が
有
効
で
す
。

そ
の
使
わ
れ
方
と
し
て
は
、摩
擦
や
摩
耗
に
よ
っ
て
発
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
達
ロ
ス
を
削
減
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

被
膜
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

│
│
具
体
的
に
は
、ど
の
よ
う
な
モ
ノ
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

 

　
た
と
え
ば
、車
で
は
ワ
イ
パ
ー
の
ゴ
ム
で
す
。ゴ
ム
と
ガ
ラ

ス
は
共
に
滑
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、オ
イ
ル
や
グ
リ
ー
ス

は
使
え
ま
せ
ん
。そ
こ
で
摩
擦
を
下
げ
る
た
め
に
、ゴ
ム
の

表
面
に
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
わ
け
で
す
。

効
果
は
摩
擦
の
軽
減
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
速
で

走
る
と
ワ
イ
パ
ー
に
風
圧
が
か
か
っ
て
高
摩
擦
状
態
に
な

り
、大
き
な
モ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、コ

ー
テ
ィ
ン
グ
被
膜
を
し
て
い
れ
ば
小
さ
な
モ
ー
タ
ー
で
済

み
、軽
量
化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
あ
る
い
は
、カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
の
周
辺
部
。そ
こ
に
は
、締

め
る
、回
す
、開
く
、絞
る
、と
い
っ
た
動
く
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、オ
イ
ル
を
使
え
ば
、ト
ル
ク（
回
転
力
）

が
一
定
し
な
い
し
、レ
ン
ズ
も
汚
れ
る
。
だ
か
ら
、乾
式
の

被
膜
を
使
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
わ
け
で
す
。
し
か
も
、

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
に
不
可
欠
な
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
も
、ド

ラ
イ
ル
ー
ブ
を
使
う
こ
と
で
小
型
化
出
来
る
の
で
す
。 

　
こ
の
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
に
は
潤
滑
性
、耐
摩
耗
性
の
ほ
か
、

耐
蝕
性
、耐
熱
性
、電
気
絶
縁
性
、非
粘
着
性
な
ど
多

様
な
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、自
動
車
機
器
、パ
ソ
コ
ン
関

連
機
器
、デ
ジ
タ
ル
家
電
を
は
じ
め
と
し
て
、先
端
技
術

分
野
に
ま
で
幅
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

│
│
こ
こ
ま
で
の
会
社
の
沿
革
を
。

 

　
私
の
父
が
創
業
し
た
の
が
1
9
6
2
年
で
、米
国
Ｄ

ｒ
ｉ
ｌ
ｕ
ｂ
ｅ
社（
現
・A

ll M
etals P

rocessing

社
）の

ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
製
品
を
輸
入
販
売
す
る
専
門
商
社
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。た
だ
、米
国
で
の
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ

の
市
場
は
主
に
ボ
ー
イ
ン
グ
社
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
航
空
・

宇
宙
産
業
向
け
や
軍
需
用
だ
っ
た
の
で
、そ
の
ま
ま
日

本
に
持
っ
て
来
て
も
市
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、ま

ず
、光
学
分
野
の
カ
メ
ラ
に
採
用
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
の
カ
メ
ラ
の
潤
滑
剤
に

は
、オ
イ
ル
、グ
リ
ー
ス
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、ど
う

し
て
も
不
良
品
が
出
る
。
そ
こ
に
着
目
し
て
ド
ラ
イ
ル

ー
ブ
を
採
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
75
年
に
は
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
の
国
内
製
造
を
、

82
年
に
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
事
業
を
開
始
し
て
商
社
か

ら
製
造
業
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
し
た
。以
後
、ド
ラ
イ
ル

ー
ブ
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
部

品
を
お
預
か
り
し
て
、そ
の
表
面
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工

し
て
納
品
す
る
。こ
の
２
つ
を
事
業
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Q
上
場
で
体
力
強
化
へ 

 

│
│
創
業
か
ら
半
世
紀
近
く
。
経
営
の
転
機
は
あ
り
ま

し
た
か
。

 

　
4
回
ほ
ど
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、輸
入
商
社
か

ら
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
製
造
メ
ー
カ
ー
へ
の
転
身
。
次
に
、自
社

の
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
を
利
用
し
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
展
開
。こ
の
2
つ
は
既
に
述
べ
た
通
り
で

す
。
そ
し
て
、3
つ
め
は
、自
動
車
機
器
分
野
へ
の
シ
フ
ト

で
す
。
91
〜
92
年
頃
ま
で
は
当
社
の
経
営
は
順
調
に
推

移
し
ま
し
た
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
、産
業
の
空
洞
化
現

象
が
起
き
、生
産
拠
点
の
海
外
移
転
が
進
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
市
場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、当
社
も
従

来
の
電
子
部
品
・
光
学
機
器
向
け
の
製
品
よ
り
も
強
い

被
膜
を
開
発
し
て
自
動
車
機
器
分
野
に
入
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。
さ
ら
に
、
02
年
か
ら
始
め
た
中
国
へ
の
展
開
も

4
つ
め
の
転
機
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

│
│
2
0
0
8
年
2
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
へ
の
株
式

上
場
も
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
狙
い
と
効
果
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
自
動
車
の
重
要
保
安
部
品
の
軽
量
化
に
伴
っ
て
ド
ラ

イ
ル
ー
ブ
の
需
要
が
増
え
、そ
の
生
産
体
制
を
整
え
る

た
め
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
お

客
様
か
ら
も
っ
と
難
易
度
の
高
い
研
究
テ
ー
マ
を
頂
く

た
め
に
、研
究
・
開
発
分
野
へ
の
投
資
も
必
要
で
す
し
、

１
つ
の
製
品
を
作
る
た
め
の
投
資
額
も
大
き
く
な
っ
た

の
で
す
。こ
れ
か
ら
も
自
動
車
分
野
で
生
き
て
行
く
に

は
、も
っ
と
会
社
と
し
て
の
力
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
、上
場
を
目
指
し
ま
し
た
。 

　
効
果
に
つ
い
て
は
、資
金
調
達
面
で
は
一
定
程
度
の
効

果
が
あ
り
、お
取
引
先
か
ら
も„
パ
ワ
ー
の
あ
る
会
社
“

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、研
究
・
開
発
の
依

頼
も
増
え
ま
し
た
。
た
だ
、人
材
採
用
は
、ま
だ
期
待

し
た
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。

│
│
今
後
の
経
営
課
題
は
。

 

　
今
は
自
動
車
機
器
関
連
の
売
上
高
の
比
重
が
高
い

（
72
％
、
09
年
6
月
期
）の
で
、今
回
の
世
界
的
不
況
の

よ
う
に
生
産
が
停
滞
す
る
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
業
績
に

影
響
が
出
ま
す
。
そ
の
た
め
、当
社
の
製
品
も
技
術
革

新
し
て
、新
た
な
業
界
へ
進
出
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
狙
い
目
は
環
境
分
野
で
す
。
省
エ
ネ
、効

率
化
の
部
分
に
は
技
術
革
新
が
あ
る
の
で
、ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
期
待
出
来
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、自
動
車
分

野
で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、燃
料
電
池
車
な
ど
新
し
い

技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
の
で
、次
世
代
自
動
車
に
採

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
技
術
開
発
を
め
ざ
す
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

常
に
先
を
見
据
え
て 

新
し
い
展
開
を
図
る 

 

│
│
先
の
見
え
な
い
時
代
が
続
く
中
、ど
の
よ
う
な
経

営
を
心
掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

 

　
父
が
創
業
し
た
会
社
を
私
が
引
き
継
い
だ
わ
け
で
す

が
、そ
の
父
が
早
く
に
体
を
壊
し
た
た
め
、実
際
に
は
一

緒
に
仕
事
を
し
た
経
験
も
な
い
ま
ま
、早
く
か
ら
経
営

を
任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、長
い
経
営
者

と
し
て
の
経
験
の
中
で
失
敗
し
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
試
作
品
が

良
く
出
来
て
い
た
の
で
生
産
能
力
を
見
た
い
と
工
場
の

視
察
に
来
ら
れ
た
お
客
様
が
現
場
を
見
て
、そ
の
規
模

の
小
さ
さ
に
こ
れ
で
は
無
理
と
当
社
へ
の
発
注
を
見
送

り
ま
し
た
。た
し
か
に
、お
客
様
が
求
め
る
質
と
量
を
保

証
出
来
る
だ
け
の
生
産
設
備
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
以

来
、こ
の
仕
事
で
生
き
て
行
く
た
め
に
は
、受
注
が
な
く

て
も
工
場
を
先
に
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

学
び
、そ
れ
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
、思
う
の
は
、１
つ
の
道
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
と

き
に
は
、機
を
見
て
大
き
な
英
断
を
下
す
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
い
事
業
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
と
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
も
、大
き
な
決
断
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。か
つ
て
、商
社
か
ら
メ
ー
カ
ー

へ
転
身
し
た
と
き
、父
も
、周
り
か
ら
は
難
し
い
こ
と
は

し
な
い
方
が
い
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。で
も
、商
社

の
ま
ま
で
は
技
術
が
蓄
積
さ
れ
な
い
。
会
社
の
将
来
を

考
え
る
と
、自
分
た
ち
の
手
で
会
社
の
中
に
技
術
を
残

す
方
法
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
英
断
を
下
し
た

の
で
す
。 

　
10
年
間
、同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
会
社
は
ダ
メ
に

な
る
も
の
で
す
。
数
年
に
1
つ
は
ヒ
ッ
ト
商
品
を
出
し
た

り
、何
ら
か
の
新
し
い
展
開
を
す
る
な
ど
構
造
を
変
え

て
行
か
な
い
と
、会
社
は
陳
腐
化
し
ま
す
。 

│
│
2
代
目
経
営
者
に
は
苦
労
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

 

　
社
員
が
つ
い
て
こ
な
い
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
時
も
会
社
の
動
き
を
止
め
る
わ
け
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
経
営
で
大
事
な
の
は
、常
に
前
に
進
め
る
こ
と
、1

日
1
日
の
成
果
を
積
み
上
げ
て
行
く
こ
と
で
す
。
年
間

目
標
を
設
定
し
た
と
き
に
、ど
う
や
っ
て
月
・
週
・
日
単

位
の
目
標
へ
と
落
と
し
、成
果
を
積
み
上
げ
て
行
く
か
。

そ
れ
に
尽
き
る
と
も
言
え
る
。そ
し
て
、課
題
解
決
の
ヒ

ン
ト
は
常
に
現
場
に
あ
る
の
で
す
。で
す
か
ら
、私
は
製

造
、営
業
現
場
の
社
員
１
人
ひ
と
り
と
積
極
的
に
対
話

し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ
せ
て
私
の
考
え
方

を
伝
え
、共
に
前
進
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

│
│
こ
の
事
業
に
か
け
る
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
現
在
、環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
世
界
規
模
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
の
事
業
は
、人
類
が
開
発
し

た
各
種
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
極
小
化
さ
せ
、十
全

の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
ド
ラ
イ
ル
ー
ブ
製
品
群
の
開
発

事
業
で
す
。
各
種
の
材
料
・
素
材
が
持
つ
潜
在
機
能
の
研

究
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
・
生
産
技
術
の
革
新
を
通
じ
て
、

ロ
ス
を
削
減
す
る
製
品
群
を
市
場
に
送
り
出
し
、と
り

わ
け
環
境
と
い
う
切
り
口
で
世
の
中
に
貢
献
す
る
こ
と

が
当
社
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

［当社ドライルーブ製品の売上構成］

自動車機器

OA情報
通信機器

光学機器

家電機器

その他

70%
10%

10%
5%5%


